
テルミン＆マトリョミンコンサート
大島留奈さん （音楽科卒業）
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●第一回新人ロビーコンサート開催
平成25年４月７日、大垣市スイトピアセンターにて
「第一回新人ロビーコンサート」を開催しました。芽吹
きの春にふさわしいフレッシュな同窓生・研究生による、
色々な楽器のハーモニーを楽しんでもらえました。

平成24年10月26
日（金）、みずき祭オー
プニングセレモニー
において、同窓生でシ
ンガーソングライター
のkazumiさんのライ
ブを開催しました。

大垣女子短期大学音楽総合科（音楽科）同窓会より

みずきの会

kazumiさんのライブ開催
喫茶コーナー

吉田

学校教育法に基づき、文部科学大臣認証評価機関により受ける認証評価。
平成24年度において認証評価を受けた結果、基準をすべて満たし、平成17年度に
続き、「適格」と認定されました。

第三者評価

・看護学科

　東海地区を中心に、テルミン＆マトリョミン演奏や指導をしております
lalalunaです。テルミンとはロシアのテルミン博士が発明した世界最古
の電子楽器と言われています。昨年みずきホールでのコンサートは、触れ
ずに奏でる不思議な奏法に「どうやって音が出るの！？」との驚きの声が。
　お客様のテルミン体験コーナーでは、ステージ上で音階に挑戦して
頂きました。また終了後のマトリョミン体験レッスンでは、主に卒業生の
方が参加してくださり、皆様１時間程度でカエルの唄が弾けるように
なりました。

★今年７月には日本中から集まった約270名の仲間と『マトリョミン大
合奏による世界記録挑戦！』に参加、ギネス記録を樹立しました。メイン
パーソナリティをしているFMららでは毎週幅広いジャンルの音楽をお
届けしています。

マトリョミン初挑戦！音を奏でるのも
自分の腕次第で難しかったですが、
とても興味深い時間でした。

冨田さん
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新たに169名の皆様が同窓会に
入会されました

同窓会入会式の様子
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同窓会会長ご挨拶

同窓会の皆様へ

同窓会事務局だより

学科だより

　同窓生の皆様におかれましてはご健勝のこととお慶び申し上げます。

今年度も皆様と同窓会通信でお逢いすることができますことを大変嬉しく

思っています。

　全国的に梅雨明けと共に猛暑による熱中症のため救急搬送されたり、海

や川での水難事故が起き、貴い命が奪われたりして、とても辛い思いをされ

ている方も多いことと心を痛める今日この頃です。

　平成24年度卒業証書学位記授与式に出席させていただき、華やかな中にも

厳粛な式典に感動を受けました。また卒業記念パーティーには、同窓会の入会

式を兼ねて本部役員も出席させていただき、先輩として卒業後の社会生活、

また職場での体験談などをお話しいただき、有意義なひとときを過ごしました。

　今年度4月から看護学科が新設され5学科となりました。新校舎の設備等

にも感動し総合短期大学として益々充実していく本校は、3年後には看護学

科の卒業生も仲間になられるのを楽しみにしています。

　本年度は、役員改選が行われ新しい役員3名を迎えました。本部役員一同

が協力し、同窓会を盛り上げて充実した活動を行っていきたいと思います。

大垣女子短期大学同窓会　会長 北村 君子

　なお、10月には「第3回ホームカミングデイ」を開催いたしますので全国の

皆様のご出席を心よりお待ち申し上げます。

　暑い夏の日が続きますが、お身体ご自愛なされまして母校の益々の発展と

皆様方のご活躍を祈念申し上げます。

平成２４年度同窓会に
入会された皆様



　この大垣の地に産声を上げた本学は今年で45年目を迎え、従来からの幼児教育

科、デザイン美術科、音楽総合科、歯科衛生科の4学科に、この春より新しく看護学科

を増設し、教育系、芸術系、医療系の５学科から成る総合女子短期大学となりまし

た。芸術系以外の３学科は３年課程となっており、今や本学は活気で溢れています。

　近年、国の高等教育機関への期待は従来の「教育」、「研究」という２本柱に

「地域貢献」が加わりました。特に日本の短期大学は地域との深い関係を持ち

ながら発展してきたという経緯もありますが、このような時代になり地方にお

ける「知の拠点」としての重要性がさらに強調されるようになっています。今回、

本学が看護学科を増設できたのはまさに看護師不足という地域の環境改善に

役立てようとした意図の顕れであり、20年の歴史を持ち、大垣市をはじめとする

西濃地方で唯一の看護師教育として高い評価を受け、約800人の卒業生を

送り出してきた日本中央看護専門学校が、本学の看護学科の前身となってい

ます。看護師教育の専門学校から短期大学への移行は、地域社会の強い要望

があったからこそ可能になったものと思われます。今回の増設にあたり、大垣

市や市内の企業の方々、さらには全国の同窓会の会員の方々からも浄財を

頂きました。この場をお借りしまして、厚くお礼申し上げます。

　今や日本でもグローバル化の時代になっていますが、近年本学のデザイン

美術科へフランス、アメリカからの短期留学生、研修生も来日し、ローカルな

同窓会の皆様へ たったひとりの存在として
中野 哲

学校法人 大垣女子短期大学 理事長
大垣女子短期大学 学長

地域貢献と併せ、まさに本学は「グローカル」の教育

が体験できるキャンパスになっています。音楽総合科

の活躍も目覚ましく、大学としては日本最初の管楽器リペアコースには全国

から学生が集まっていますし、全国の歯科衛生士教育の92％が専門学校で行

われている現状にあり本学ではその高等教育の中枢にあって、全身医学など

幅広い教育で注目を集めています。また、殆どの幼児教育機関が２年課程を

とっている中、本学の幼児教育科では多様化・複雑化してきている社会で、国

の宝とも言うべき幼い子どもの教育を担当するのに３年課程を採用しており、

徐々にその重要性が地域社会に認められてきています。こうして卒業後すぐに

実践できるプロとして育成するための教育を行っています。

　このように本学では感性の鋭い女性が各学科で専門分野の学問・技術を

学ぶ一方、さまざまな分野で勉強している学生、教員と交り、幅広い知識を

得たり、人間性を磨いて、多様な環境に対応できる「女性力」を身に付け、社会

へと旅立っています。

　今では、本学の1～2期生の卒業生は定年に達しておられると思われますが、

全国に25,000人に達している本学の卒業生の方々、同窓会の皆さん、一度

総合女子短期大学として発展し続けている母校の様子を是非見に来て頂き

たいと思います。

　先日、彦根市の人気キャラクターである“ひこ
にゃん”がフランス･パリで行われる博覧会に参加
しました。その間、住居である彦根城には不在かと

てっきり思っていました。なぜなら、“ひこにゃん”
は唯一無二の存在で、同時に二カ所には出現し

ないのが原則です。

　ところが、新聞報道によると、フランスでの博覧

会開催中でも彦根市内のイベントに参加してい

たというではありませんか。“ひこにゃん”は瞬間
移動を使い、日本が夜のうちはパリの博覧会で仕

事をしていたのだそうです。現在はサマータイム

のためパリとの時差は7時間…かなり厳しい移動

だったことでしょう。

　そんな“ひこにゃん”の姿に、保育現場で奮闘す
る保育者の姿を重ねていました。クラスの子ども

たちが何人いようと、担任の先生は一人であり、

幼児教育科 学科長 西川 正晃

子どもたちみんなが「私の」「私だけの」先生と

信じて安心して生活しています。こちらでけんか

があったとき、先生はけんかの仲立ちに入り、子ど

もたちの心をつなげています。時を同じくして、

あちらで遊びをもっと盛り上げようと、子どもたち

の生活に入り込み、一緒に遊びに参加しています。

目の前の子どもと話している先生は、次の瞬間に

は先生の視野に入ってなかった後ろの子どもたち

と一緒に、何の違和感もなくとけ込んでいます。

瞬間移動ではないのです。保育現場では当たり前

の風景として、全ての子どもたちとつながり、子ど

もたちの生活を支えているのです。

　唯一無二の存在であり、なくてはならない先生

の存在。その存在には大きな責任と想像を絶する

高い資質能力が求められます。そんな存在であり

続けられる保育者を養成するため、幼児教育科

では３年という年月をかけて、現場と大学を往還

する特徴ある教育を行っています。近い将来、

学生たちは保育現場において、たったひとりの存

在として、抜群の人気者であるひこにゃん以上の

存在になっていくはずです。

　平成25年度後期に大垣市子育て支援センターと連携して４回の子育て学習
講座が行われます。学生に戻った気分で楽しく学ぶことができるこの機会にぜひ
お越しください。幼児教育科３年生の学生が託児を担当します。

講座開催 「子育てママ大学」

お姉さんはデザイン美術科を卒業され、妹さんは現在
幼児教育科３年生で学んでおられる姉妹をご紹介します。

大学の先輩後輩の姉妹の２人は、話題も共通なことが多く、相談相手にもなっていい関係です。ファミ
リー入学を勧められたお母様もいっしょになって、家族との時間は「毎日楽しい」とのこと、すてきな
ご家族の元で、きっと人間性豊かな保育士となられることでしょう。

幼児教育科3年

柿本紗央里さん

お仕事の内容を教えてください。
　大野町役場、福祉課に勤めています。主に障
害福祉に関する担当に今年からかわりました。
　
在学中の思い出は？
　とにかく漫画ばかり描いていました。本当に
楽しかったです。先生や友達と盛り上がって１日
中好きなことができるのは充実していました。
今思うとなんて幸せだったのか…！と思います。
　
妹さんの姿をみて、お姉さんとして思っている
ことはどんなことですか？
　妹は少し人見知りのところがあるのですが、
実はすごく面白い子だと思っています。保育
士になりたい、と聞いたときは心底びっくり
しましたが、実習などしっかりやっているのを
みるときっと“本気なんだなぁ”と。出来事を
楽しく話すので安心しています。

大学へ一言ありましたら、お願いします。
　姉妹そろってお世話になり、ありがとうござ
います。大垣女子短大で過ごした２年間は今
もこれからもすっと大切な思い出です。学祭
などぜひ伺いたいと思います。

どんなことをよく話しますか？
姉：学校のことや職場であったことをよく話します。最近はディズニーランドに
　 ２人ではまっていて、よくいっしょに行くので計画をしたりしています。結構
　 仲良しです。
妹：ディズニーランドの話ではガイドブックを見たりHPを見たりして、あれ
　 ほしい、これほしいなど話しています。

ご寄付をいただいた卒業生等のみなさん（氏名の掲載を承諾された方）

●平成24年度 大垣女子短期大学同窓会奨学金収支決算書

大垣女子短期大学
同窓会 事 務 局 だ よ り

日頃より本会の運営につきましては格別のご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。
平成24年度収支決算報告と平成25年度事業計画および収支予算について次のとおり報告を致します。
次のとおり、役員会にて承認議決されました。

●平成25年度 大垣女子短期大学同窓会奨学金収支予算書

安藤裕子、五十川百合枝、石川隆義、伊藤敦子、稲澤裕子、稲田智恵美、上村けい子、大口祐子、岡部恭子、

小野寺祐子、片桐照子、合掌かおり、金田洋子、川名やえ子、佐藤真実、小口文子、下地美和子、杉本美千子、

杉山真衣子、妹尾三恵、高鳥弘美、竹村久美子、田路初美、長谷川純代、花薗ゆき子、広戸悦子、牧野桂子、

水沼忍、水野さくら、渡辺博夫(50音順・敬称略)

★寄付金は、奨学支援及び教育研究・施設設備充実のために利用させていただきました。

前年度繰越金

会費

雑収入
収入合計

消耗品費
印刷製本費
通信費
広報誌みずき関係経費
会議費
旅費
学科・支部育成費
コンピューター関係費
雑費
行事費
予備費
未払金
支出合計
次年度繰越金
合計

項　目

項　目

予算額（A）

予算額（A）

決算額（B）

決算額（B）

差異（B-A）

差異（B-A）

摘　要

摘　要

◎収入の部

◎支出の部

平成23年度より繰越
15,000円×168名
10,000円×2名
預金利息

ホームカミングデイ会場準備
みずき祭パンフレット製作
ホームカミングデイ案内送料
作成・発送　19,260冊
役員会
役員交通費

振込手数料
ホームカミングデイ・同窓会入会式

※旅費

項　目 予算額（A） 決算額（B） 差異（B-A） 摘　要

◎収入の部

◎支出の部

●平成25年度 大垣女子短期大学同窓会収支予算書

●平成２５年度 事業計画

●平成24年度 大垣女子短期大学同窓会収支決算書

項　目 予算額（A） 決算額（B） 差異（B-A） 摘　要

自　平成24年4月1日　　　至　平成25年3月31日

1,527,010

2,700,000

280,000
4,507,010

10,000
20,000
20,000

2,600,000
50,000
50,000
500,000
200,000
10,000
300,000
200,000
6,000

3,966,000

1,527,010

2,540,000

288,065
4,355,075

630
63,000
6,160

2,634,828
91,316
49,000

0
0

1,155
212,063

0
6,000

3,064,152
1,290,923
4,355,075

0

△160,000

8,065
△151,935

△9,370
43,000
△13,840
34,828
41,316
△1,000

△500,000
△200,000
△8,845
△87,937
△200,000

0
△901,848

自　平成24年4月1日　　　至　平成25年3月31日

自　平成25年4月1日　　　至　平成26年3月31日

自　平成25年4月1日　　　至　平成26年3月31日

集計期間／平成24年4月1日～平成25年3月31日

寄付金合計／676,000円

寄付件数合計／75件

監査の結果、適切に執行されており
適性であることを認めます。
平成25年6月29日

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

前年度繰越金
会費収入
預金利息
収入合計

消耗品費

印刷製本費

通信費

広報みずき関係経費
会議費
旅費
学科・支部育成費
コンピューター関係費

雑費

行事費
未払金
予備費
次年度繰越金
支出合計

項　目

項　目

予算額（A）

予算額（A）

前年度予算額（B）

前年度予算額（B）

増減（A-B）

増減（A-B）

摘　要

摘　要

◎収入の部

◎支出の部

平成24年度より繰越
166名×15,000円

ホームカミングデイ準備
みずき祭パンフレット
広報みずき 1,380,000円
ホームカミングデイ案内
広報みずき 1,300,000円
広報みずき作成・発送等
役員会
役員旅費

ソフト修繕等
振込手数料
同窓会入会式
ホームカミングデイ

1,290,923
2,490,000
280,000
4,060,923

50,000

1,450,000

1,320,000

－
50,000
80,000
500,000
100,000

80,000

－
－

430,923
－

4,060,923

1,527,010
2,700,000
280,000
4,507,010

10,000

20,000

20,000

2,600,000
50,000
50,000
500,000
200,000

10,000

300,000
6,000

200,000
541,010
4,507,010

△236,087
△210,000

0
△446,087

40,000

1,430,000

1,300,000

△2,600,000
0

30,000
0

△100,000

70,000

△300,000
△6,000

△310,087

△446,087

事業計画及び予算案審議、役員改正

ホームカミングデイ
同窓会入会式
広報みずき発行

入学式・卒業証書学位記授与式祝辞

名称　内容 実施会場 実施予定日
平成25年6月1日（土）
平成25年6月29日（土）
平成25年10月26日（土）
平成26年3月16日（日）
平成25年9月
平成25年4月1日（月）
平成26年3月16日（日）

（単位：円）

（単位：円）

10名

2名　
振込手数料

0
193

△258,500
△258,307

90,000
△840
89,160

6,094,833
800

1,724,000
7,819,633

700,000
0

700,000

6,094,833
993

1,465,500
7,561,326

610,000
840

610,840
6,950,486
7,561,326

前年度繰越金
預金利息
奨学金返済額
収入合計

奨学金貸与額
雑費
支出合計
次年度繰越金
合　計

項　目 予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 摘　要

◎収入の部

◎支出の部

項　目 予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 摘　要
（単位：円）

（単位：円）

普通預金
郵便貯金
預金利息

２名
振込手数料

855,653

200
289,500
1,145,353

0
1,000

1,144,353
1,145,353

6,950,486

1,000
2,013,500
8,964,986

700,000
1,000

8,263,986
8,964,986

6,094,833

800
1,724,000
7,819,633

700,000
0

7,119,633
7,819,633

前年度繰越金

雑収入
奨学金返済額
合　計

奨学金貸与額
雑費
予備費
合　計

5,667,234円
1,283,243円

監査の結果、適切に執行されており
適性であることを認めます。
平成25年6月29日

対　　象：0歳～3歳児と保護者（講座によって、保護者のみ参加・親子での参加があります。託児つき）
時　　間：10時～11時30分
申し込み：9月18日9時から大垣市子育て支援センターへ（TEL 0584（89）1232）

日（各木曜日） 講座名 内容 担当学科

10月3日 歯科衛生科

幼児教育科

虫歯０歯育て
実践セミナー

歯のお話や歯磨きの仕方、
虫歯の検査など

11月7日
子どもが育つ
魔法のまなび

子どもが自分で育とうとする
魔法のまなびのお話

平成22年 デザイン美術科卒業

お姉さん　柿本 岬紀さん 
みさき

デザイン美術科11月21日
キッズとママの
おもいで似顔絵づくり

お子様の写真をもとにした
似顔絵製作

音楽総合科12月5日
ミュージックベルで
クリスマス曲を演奏しよう

親子で一緒にベルや鈴を
鳴らしてクリスマスの曲の演奏

大垣女子短期大学

大垣女子短期大学
未定

大垣女子短期大学

ゼロ

大学に通って楽しいことは？
　たくさんの友達がいることです。
　
大学に通っていて大変なことは？
　たくさんのことを身につけなけ
ればいけないこと。実習や実務研
修が大変でした。
　
なぜこの大学に入学しようと思っ
たのですか？
　保育士になりたかったから。母に
も勧められたからです。
　
将来について思うことは？
　保育士になるために、たくさん
のことを学んでいきたいです。

ファミリー入学しました



　この大垣の地に産声を上げた本学は今年で45年目を迎え、従来からの幼児教育

科、デザイン美術科、音楽総合科、歯科衛生科の4学科に、この春より新しく看護学科

を増設し、教育系、芸術系、医療系の５学科から成る総合女子短期大学となりまし

た。芸術系以外の３学科は３年課程となっており、今や本学は活気で溢れています。

　近年、国の高等教育機関への期待は従来の「教育」、「研究」という２本柱に

「地域貢献」が加わりました。特に日本の短期大学は地域との深い関係を持ち

ながら発展してきたという経緯もありますが、このような時代になり地方にお

ける「知の拠点」としての重要性がさらに強調されるようになっています。今回、

本学が看護学科を増設できたのはまさに看護師不足という地域の環境改善に

役立てようとした意図の顕れであり、20年の歴史を持ち、大垣市をはじめとする

西濃地方で唯一の看護師教育として高い評価を受け、約800人の卒業生を

送り出してきた日本中央看護専門学校が、本学の看護学科の前身となってい

ます。看護師教育の専門学校から短期大学への移行は、地域社会の強い要望

があったからこそ可能になったものと思われます。今回の増設にあたり、大垣

市や市内の企業の方々、さらには全国の同窓会の会員の方々からも浄財を

頂きました。この場をお借りしまして、厚くお礼申し上げます。

　今や日本でもグローバル化の時代になっていますが、近年本学のデザイン

美術科へフランス、アメリカからの短期留学生、研修生も来日し、ローカルな

同窓会の皆様へ たったひとりの存在として
中野 哲

学校法人 大垣女子短期大学 理事長
大垣女子短期大学 学長

地域貢献と併せ、まさに本学は「グローカル」の教育

が体験できるキャンパスになっています。音楽総合科

の活躍も目覚ましく、大学としては日本最初の管楽器リペアコースには全国

から学生が集まっていますし、全国の歯科衛生士教育の92％が専門学校で行

われている現状にあり本学ではその高等教育の中枢にあって、全身医学など

幅広い教育で注目を集めています。また、殆どの幼児教育機関が２年課程を

とっている中、本学の幼児教育科では多様化・複雑化してきている社会で、国

の宝とも言うべき幼い子どもの教育を担当するのに３年課程を採用しており、

徐々にその重要性が地域社会に認められてきています。こうして卒業後すぐに

実践できるプロとして育成するための教育を行っています。

　このように本学では感性の鋭い女性が各学科で専門分野の学問・技術を

学ぶ一方、さまざまな分野で勉強している学生、教員と交り、幅広い知識を

得たり、人間性を磨いて、多様な環境に対応できる「女性力」を身に付け、社会

へと旅立っています。

　今では、本学の1～2期生の卒業生は定年に達しておられると思われますが、

全国に25,000人に達している本学の卒業生の方々、同窓会の皆さん、一度

総合女子短期大学として発展し続けている母校の様子を是非見に来て頂き

たいと思います。

　先日、彦根市の人気キャラクターである“ひこ
にゃん”がフランス･パリで行われる博覧会に参加
しました。その間、住居である彦根城には不在かと

てっきり思っていました。なぜなら、“ひこにゃん”
は唯一無二の存在で、同時に二カ所には出現し

ないのが原則です。

　ところが、新聞報道によると、フランスでの博覧

会開催中でも彦根市内のイベントに参加してい

たというではありませんか。“ひこにゃん”は瞬間
移動を使い、日本が夜のうちはパリの博覧会で仕

事をしていたのだそうです。現在はサマータイム

のためパリとの時差は7時間…かなり厳しい移動

だったことでしょう。

　そんな“ひこにゃん”の姿に、保育現場で奮闘す
る保育者の姿を重ねていました。クラスの子ども

たちが何人いようと、担任の先生は一人であり、

幼児教育科 学科長 西川 正晃

子どもたちみんなが「私の」「私だけの」先生と

信じて安心して生活しています。こちらでけんか

があったとき、先生はけんかの仲立ちに入り、子ど

もたちの心をつなげています。時を同じくして、

あちらで遊びをもっと盛り上げようと、子どもたち

の生活に入り込み、一緒に遊びに参加しています。

目の前の子どもと話している先生は、次の瞬間に

は先生の視野に入ってなかった後ろの子どもたち

と一緒に、何の違和感もなくとけ込んでいます。

瞬間移動ではないのです。保育現場では当たり前

の風景として、全ての子どもたちとつながり、子ど

もたちの生活を支えているのです。

　唯一無二の存在であり、なくてはならない先生

の存在。その存在には大きな責任と想像を絶する

高い資質能力が求められます。そんな存在であり

続けられる保育者を養成するため、幼児教育科

では３年という年月をかけて、現場と大学を往還

する特徴ある教育を行っています。近い将来、

学生たちは保育現場において、たったひとりの存

在として、抜群の人気者であるひこにゃん以上の

存在になっていくはずです。

　平成25年度後期に大垣市子育て支援センターと連携して４回の子育て学習
講座が行われます。学生に戻った気分で楽しく学ぶことができるこの機会にぜひ
お越しください。幼児教育科３年生の学生が託児を担当します。

講座開催 「子育てママ大学」

お姉さんはデザイン美術科を卒業され、妹さんは現在
幼児教育科３年生で学んでおられる姉妹をご紹介します。

大学の先輩後輩の姉妹の２人は、話題も共通なことが多く、相談相手にもなっていい関係です。ファミ
リー入学を勧められたお母様もいっしょになって、家族との時間は「毎日楽しい」とのこと、すてきな
ご家族の元で、きっと人間性豊かな保育士となられることでしょう。

幼児教育科3年

柿本紗央里さん

お仕事の内容を教えてください。
　大野町役場、福祉課に勤めています。主に障
害福祉に関する担当に今年からかわりました。
　
在学中の思い出は？
　とにかく漫画ばかり描いていました。本当に
楽しかったです。先生や友達と盛り上がって１日
中好きなことができるのは充実していました。
今思うとなんて幸せだったのか…！と思います。
　
妹さんの姿をみて、お姉さんとして思っている
ことはどんなことですか？
　妹は少し人見知りのところがあるのですが、
実はすごく面白い子だと思っています。保育
士になりたい、と聞いたときは心底びっくり
しましたが、実習などしっかりやっているのを
みるときっと“本気なんだなぁ”と。出来事を
楽しく話すので安心しています。

大学へ一言ありましたら、お願いします。
　姉妹そろってお世話になり、ありがとうござ
います。大垣女子短大で過ごした２年間は今
もこれからもすっと大切な思い出です。学祭
などぜひ伺いたいと思います。

どんなことをよく話しますか？
姉：学校のことや職場であったことをよく話します。最近はディズニーランドに
　 ２人ではまっていて、よくいっしょに行くので計画をしたりしています。結構
　 仲良しです。
妹：ディズニーランドの話ではガイドブックを見たりHPを見たりして、あれ
　 ほしい、これほしいなど話しています。

ご寄付をいただいた卒業生等のみなさん（氏名の掲載を承諾された方）

●平成24年度 大垣女子短期大学同窓会奨学金収支決算書

大垣女子短期大学
同窓会 事 務 局 だ よ り

日頃より本会の運営につきましては格別のご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。
平成24年度収支決算報告と平成25年度事業計画および収支予算について次のとおり報告を致します。
次のとおり、役員会にて承認議決されました。

●平成25年度 大垣女子短期大学同窓会奨学金収支予算書

安藤裕子、五十川百合枝、石川隆義、伊藤敦子、稲澤裕子、稲田智恵美、上村けい子、大口祐子、岡部恭子、

小野寺祐子、片桐照子、合掌かおり、金田洋子、川名やえ子、佐藤真実、小口文子、下地美和子、杉本美千子、

杉山真衣子、妹尾三恵、高鳥弘美、竹村久美子、田路初美、長谷川純代、花薗ゆき子、広戸悦子、牧野桂子、

水沼忍、水野さくら、渡辺博夫(50音順・敬称略)

★寄付金は、奨学支援及び教育研究・施設設備充実のために利用させていただきました。

前年度繰越金

会費

雑収入
収入合計

消耗品費
印刷製本費
通信費
広報誌みずき関係経費
会議費
旅費
学科・支部育成費
コンピューター関係費
雑費
行事費
予備費
未払金
支出合計
次年度繰越金
合計

項　目

項　目

予算額（A）

予算額（A）

決算額（B）

決算額（B）

差異（B-A）

差異（B-A）

摘　要

摘　要

◎収入の部

◎支出の部

平成23年度より繰越
15,000円×168名
10,000円×2名
預金利息

ホームカミングデイ会場準備
みずき祭パンフレット製作
ホームカミングデイ案内送料
作成・発送　19,260冊
役員会
役員交通費

振込手数料
ホームカミングデイ・同窓会入会式

※旅費

項　目 予算額（A） 決算額（B） 差異（B-A） 摘　要

◎収入の部

◎支出の部

●平成25年度 大垣女子短期大学同窓会収支予算書

●平成２５年度 事業計画

●平成24年度 大垣女子短期大学同窓会収支決算書

項　目 予算額（A） 決算額（B） 差異（B-A） 摘　要

自　平成24年4月1日　　　至　平成25年3月31日

1,527,010

2,700,000

280,000
4,507,010

10,000
20,000
20,000

2,600,000
50,000
50,000
500,000
200,000
10,000
300,000
200,000
6,000

3,966,000

1,527,010

2,540,000

288,065
4,355,075

630
63,000
6,160

2,634,828
91,316
49,000

0
0

1,155
212,063

0
6,000

3,064,152
1,290,923
4,355,075

0

△160,000

8,065
△151,935

△9,370
43,000
△13,840
34,828
41,316
△1,000

△500,000
△200,000
△8,845
△87,937
△200,000

0
△901,848

自　平成24年4月1日　　　至　平成25年3月31日

自　平成25年4月1日　　　至　平成26年3月31日

自　平成25年4月1日　　　至　平成26年3月31日

集計期間／平成24年4月1日～平成25年3月31日

寄付金合計／676,000円

寄付件数合計／75件

監査の結果、適切に執行されており
適性であることを認めます。
平成25年6月29日

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

前年度繰越金
会費収入
預金利息
収入合計

消耗品費

印刷製本費

通信費

広報みずき関係経費
会議費
旅費
学科・支部育成費
コンピューター関係費

雑費

行事費
未払金
予備費
次年度繰越金
支出合計

項　目

項　目

予算額（A）

予算額（A）

前年度予算額（B）

前年度予算額（B）

増減（A-B）

増減（A-B）

摘　要

摘　要

◎収入の部

◎支出の部

平成24年度より繰越
166名×15,000円

ホームカミングデイ準備
みずき祭パンフレット
広報みずき 1,380,000円
ホームカミングデイ案内
広報みずき 1,300,000円
広報みずき作成・発送等
役員会
役員旅費

ソフト修繕等
振込手数料
同窓会入会式
ホームカミングデイ

1,290,923
2,490,000
280,000
4,060,923

50,000

1,450,000

1,320,000

－
50,000
80,000
500,000
100,000

80,000

－
－

430,923
－

4,060,923

1,527,010
2,700,000
280,000
4,507,010

10,000

20,000

20,000

2,600,000
50,000
50,000
500,000
200,000

10,000

300,000
6,000

200,000
541,010
4,507,010

△236,087
△210,000

0
△446,087

40,000

1,430,000

1,300,000

△2,600,000
0

30,000
0

△100,000

70,000

△300,000
△6,000

△310,087

△446,087

事業計画及び予算案審議、役員改正

ホームカミングデイ
同窓会入会式
広報みずき発行

入学式・卒業証書学位記授与式祝辞

名称　内容 実施会場 実施予定日
平成25年6月1日（土）
平成25年6月29日（土）
平成25年10月26日（土）
平成26年3月16日（日）
平成25年9月
平成25年4月1日（月）
平成26年3月16日（日）

（単位：円）

（単位：円）

10名

2名　
振込手数料

0
193

△258,500
△258,307

90,000
△840
89,160

6,094,833
800

1,724,000
7,819,633

700,000
0

700,000

6,094,833
993

1,465,500
7,561,326

610,000
840

610,840
6,950,486
7,561,326

前年度繰越金
預金利息
奨学金返済額
収入合計

奨学金貸与額
雑費
支出合計
次年度繰越金
合　計

項　目 予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 摘　要

◎収入の部

◎支出の部

項　目 予算額（A） 前年度予算額（B） 増減（A-B） 摘　要
（単位：円）

（単位：円）

普通預金
郵便貯金
預金利息

２名
振込手数料

855,653

200
289,500
1,145,353

0
1,000

1,144,353
1,145,353

6,950,486

1,000
2,013,500
8,964,986

700,000
1,000

8,263,986
8,964,986

6,094,833

800
1,724,000
7,819,633

700,000
0

7,119,633
7,819,633

前年度繰越金

雑収入
奨学金返済額
合　計

奨学金貸与額
雑費
予備費
合　計

5,667,234円
1,283,243円

監査の結果、適切に執行されており
適性であることを認めます。
平成25年6月29日

対　　象：0歳～3歳児と保護者（講座によって、保護者のみ参加・親子での参加があります。託児つき）
時　　間：10時～11時30分
申し込み：9月18日9時から大垣市子育て支援センターへ（TEL 0584（89）1232）

日（各木曜日） 講座名 内容 担当学科

10月3日 歯科衛生科

幼児教育科

虫歯０歯育て
実践セミナー

歯のお話や歯磨きの仕方、
虫歯の検査など

11月7日
子どもが育つ
魔法のまなび

子どもが自分で育とうとする
魔法のまなびのお話

平成22年 デザイン美術科卒業

お姉さん　柿本 岬紀さん 
みさき

デザイン美術科11月21日
キッズとママの
おもいで似顔絵づくり

お子様の写真をもとにした
似顔絵製作

音楽総合科12月5日
ミュージックベルで
クリスマス曲を演奏しよう

親子で一緒にベルや鈴を
鳴らしてクリスマスの曲の演奏

大垣女子短期大学

大垣女子短期大学
未定

大垣女子短期大学

ゼロ

大学に通って楽しいことは？
　たくさんの友達がいることです。
　
大学に通っていて大変なことは？
　たくさんのことを身につけなけ
ればいけないこと。実習や実務研
修が大変でした。
　
なぜこの大学に入学しようと思っ
たのですか？
　保育士になりたかったから。母に
も勧められたからです。
　
将来について思うことは？
　保育士になるために、たくさん
のことを学んでいきたいです。

ファミリー入学しました



新しいデザイン美術科の在り方

　猛暑の中、皆様には御健勝の事と思います。

暑さはまだ続きますが、お体を大切に過ごされ

ますようお願い致します。当初、大垣女子短大美

術科は、絵画、彫塑、デザインのコースを置き、物を

「見る」、「描く」、「造る」を基本に自然の中に脈々と

流れる造形の在り方を大切なものと考え、各コー

スの制作の基となり、作品を展開していきました。

それ以後、「マンガコース」、「絵本コース」、「コミッ

クイラストレーションコース」、「アニメーション

コース」が出来た時も、やはり、自然観による造

形の大切さは変わらず、今も続いている美術に

デザイン美術科 学科長 加納 秀美 服部 篤典

対する考え方と思っています。又、古美術研修に

おいては、宿泊をして奈良、京都を訪れ、ゆっくり

と歴史と本物の美を満喫出来た時だったと思い

ます。今では一日だけの古美術研修で寂しくもあ

ります。

　昨年は「東大寺」、「興福寺」へ行き、天平の造形

に触れ、ゆったりと流れた時代と造形を感じ、半日

を過ごしてきました。今年は「三十三間堂」などへ

行き、仏師たちによる千体の造形に圧倒されてき

たいと思います。一日と短くはなりましたが、今の

学生は中々本物を見る機会も少なく、続けたい研

修と思います。来年度からコースも少し変り「マン

ガコース」、「コミックイラストレーションコース」、

「造形デザインコース」、「情報デザインコース」の

４コースで、その内「情報デザインコース」は新し

く設置したものです。幅広い情報デザインの中、

デザイン美術科で関われる対応を考えていきた

いと思います。卒業生の活躍も時折届き、「新刊を

出します」、「連載をします」、「展覧会をします」、

「受賞しました」など便りがあり、うれしく、力強く思

います。そして今、続ける事の難しさを感じている

頃と思います。海外研修も２月から３月にかけて

１ヶ月間、学生６名、教職員２人がフランスのユー

ラジアム校で教員は指導、学生は授業を受けま

した。そして美術館見学などがあり、本物の美を

十分に楽しめたのではと思っています。又、６月に

はアメリカのメインランド校から学生４人、教職

員２人が来校、二週間の研修を行いました。これ

以後、他科も含めこれからの交流を考えていくこ

とになるかと思います。

　これからのデザイン美術科ではいろいろな

関わりが多くなり多様な対応をする事になると

思いますが、その中で、新しいデザイン美術科の

在り方を考えていきたいと思います。来年の２月

には岐阜県美術館で卒業制作展があります。

学生は皆、力作を考え、この夏休みから制作に

あたっています。お時間がありましたら是非、御高

覧下さいますようお知らせ致します。

（平成24年～26年）

平成24年9/29 平成25年9/2・3
「学外研修」
マンガ原稿、出版社へ持ち込み
（東京）

平成25年9/28
「学外研修」古美術実地研修
（三十三間堂他）

平成26年2/11～16
第42回卒業記念展
（岐阜県美術館）

卒業生の活躍紹介授業トピックス

「学外研修」古美
術実地研修（東大
寺・興福寺）

平成25年

平成25年5/11
「学外研修」
 （福井県立恐竜博物館、気比神宮）

在校生・研究生の活動
●２年生菅沼晴香…奄美群島第３回ケンムンふぇすたキャラクターコンテスト　ケンムン大賞受賞

●漫画研究クラブ…本学漫画研究クラブが、大安地区の地域安全ニュースで、防犯４コマまんがを多年に
　　　　　　　　　わたり担当。地域の防犯に貢献した業績により、大安地区防犯協会の表彰を、クラブ長の
　　　　　　　　　デザイン美術科2年世森紗也香さんが代表で受けました。

ウインドアンサンブルコース
6/1（土）中川小学校依頼演奏
10年以上続いている依頼演
奏。小学生の笑顔に音楽の素
晴らしさを実感できる貴重な
依頼演奏です。

ピアノ・電子オルガンコース
5/20（月）大垣センチュリー
ロータリークラブ 1000回記
念例会にてピアノ・電子オル
ガン演奏。音楽で会場を一層
華やかに盛り上げることがで
きました。

音楽療法コース
4/21（日）名古屋音楽大学で行われた日本音楽療法学会東海支部大会に
参加。（次回開催は、平成26年3月2日（日）本学にて開催）

管楽器リペアコース
7/22（月）㈱ブュッフェ・グルー
プ・ジャパン技術者による、
クランポン修理技術講習を
2年生対象に実施。

更なる発展を目指して

　昭和46年、音楽科開設以来42年の歴史を積み

重ねてきた音楽科（現音楽総合科）。定員数の変

更、学科名変更、コース改革など様々な変遷を経

てきました。そんな中現在は収容定員100名、ピア

ノコース、電子オルガンコース、ウインドアンサン

ブルコース、管楽器リペアコース、音楽療法コース

の５コース構成となっております。全国に多数あ

る音楽系大学・短期大学は「専門家を育てる教育」

を柱にカリキュラムが組まれています。そんな中

本学では、「出口を見据えた教育」にも重点を置き

ました。

　ピアノコース、電子オルガンコースでは、ヤマハ、

カワイの講師資格取得に向けた「演奏グレード対

策」「指導グレード対策」などを設け、着実に成果

を上げています。

　ウインドアンサンブルコースでは、ヤマハ大人

の音楽レッスン講師資格取得に向けた「楽器講師

音楽総合科 学科長

対策」、楽器業界就職に向けた「楽器業界ビジネ

ス」などを設け、数多くの楽器店等に就職をして

おります。

　全国から学生が集まる管楽器リペアコース

では、更なる技術向上は勿論のこと、就職活動に

も直結する修理工房、楽器店等の現場を体験する

「楽器店実習」を充実させ、北は北海道、南は沖縄

に至るまで各地主要楽器店への就職を実現して

います。

　音楽療法コースでは、従来のボランティアを

はじめとした実践の充実に加え、各学会への学生

参加により幅広い知識を身につけるなど、専門職

希望者の就職率100％を実現しています。各コース

専門職以外の一般職を希望する学生も多数いる

ため、就職試験を念頭に置いた「音楽総合特講」

を学科独自で設けています。

　また、ウインドアンサンブルコース、管楽器リペア

コースは、吹奏楽愛好家向け月刊誌「バンドジャー

ナル」、音楽業界向け月刊誌「ミュージックトレー

ド」の取材を受け特集記事が掲載されるなど、

全国的にも注目されつつあります。

　今後も現状に甘んじることなく、専任教員６名、

非常勤教員46名が一丸となって、音楽総合科の

更なる発展を目指し改革を進めていくつもりで

おります。

第41回卒業記念展（岐阜県美術館）
2/5～11

●伊藤しろ…サンデースーパー連載中

●坂ノ睦…月刊少年サンデー　表紙・巻頭カラー　2013.8月号
　　　　　連載中／コミックス発売中（ゲッサン少年サンデーコミックス）

●須賀今日助…連載中／コミックス発売中（マックガーデン WEB）

●ハル…コミックス発売中

●ゆーすけ…お絵かき隊「似顔絵展覧会」（栄地下セントラルギャラリー2013.6/27~7/7）

●集英社　りぼん　奨励賞

6月の17～27日にアメリカ・テキサス州の
カレッジ・オブ・ザ・メインランドから短期留
学生として4名の学生を受け入れました。
コミックイラストやクロッキー等の様々な
専門授業に参加しました。

前 期

前期の取り組み

4/3（水）アクアウォークにて電子オルガン演奏

4/6（土）欧倫ホーム依頼演奏

4/14（日）さくら祭り依頼演奏

4/29（月・祝）きてくん祭依頼演奏

5/25（土）温知小学校依頼演奏

5/26（日）杉の子依頼演奏

6/1（土）中川小学校依頼演奏

6/3（月）学外研修（宝塚大劇場　「ロミオとジュリエット」鑑賞）

6/27（木）本学にてランチタイムコンサート

7/5（金）青墓幼保園　七夕コンサート

7/11(木)愛知県起工業高等学校依頼演奏

7/22（月）㈱ブュッフェ・グループ・ジャパン
　　　　技術者による、クランポン修理
　　　　技術講習

7/24(水)ソフトピアジャパン依頼演奏

8/2(金)水都まつり依頼演奏

8/3(土)大垣集いまつり依頼演奏

今後のスケジュール
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平成25年11月23日（土・祝）13：00開場　13：30開演
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大垣市スイトピアセンター音楽堂
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ウインドアンサンブル定期演奏会

4/29（月・祝）きてくん祭依頼演奏
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4/6（土）欧倫ホーム依頼演奏

4/14（日）さくら祭り依頼演奏

4/29（月・祝）きてくん祭依頼演奏

5/25（土）温知小学校依頼演奏

5/26（日）杉の子依頼演奏

6/1（土）中川小学校依頼演奏

6/3（月）学外研修（宝塚大劇場　「ロミオとジュリエット」鑑賞）

6/27（木）本学にてランチタイムコンサート

7/5（金）青墓幼保園　七夕コンサート

7/11(木)愛知県起工業高等学校依頼演奏

7/22（月）㈱ブュッフェ・グループ・ジャパン
　　　　技術者による、クランポン修理
　　　　技術講習

7/24(水)ソフトピアジャパン依頼演奏

8/2(金)水都まつり依頼演奏

8/3(土)大垣集いまつり依頼演奏

今後のスケジュール

定期演奏会
平成25年11月23日（土・祝）13：00開場　13：30開演
大垣市スイトピアセンター音楽堂

卒業演奏会
平成26年2月9日（日）13：00開場　13：30開演
大垣市スイトピアセンター音楽堂

平成26年3月21日（金・祝）13：00開場　13：30開演
大垣市民会館

6/27（木）ランチタイムコンサート

ウインドアンサンブル定期演奏会

4/29（月・祝）きてくん祭依頼演奏



歯科衛生科の今

歯科衛生科から同窓の皆様へ

　歯科衛生科は昭和49年の保健科開設以来39年

目を迎えることができ、卒業生である同窓の方々

からのご支援のおかげと心より感謝しております。

　さて歯科衛生科では平成25年度の入学者は

66名（定員50名）を数え、新入生を歓迎する会（ファー

スト・ステップ・キャンパス）では大変賑やかで活

気のあるものとなりました。現在１年生は初めて

歯科衛生科 学科長 石川 隆義

聞く歯科専門用語と格闘しながらも、運動・文化

クラブに入り元気に学生生活をおくっています。

２年生は後期より初めて臨床実習に出るにあた

り準備学習に取組んでおり、11月に開催する「決

意を語る会」のセレモニーでは、一人ひとりが

臨床実習への意気込みや抱負を宣言します。

最終学年の３年生は今秋の後期より、卒業後の

希望進路に合わせて専門性を向上させるため、

「病院歯科専修クラス」「審美歯科専修クラス」「専

門的口腔ケア専修クラス」「総合歯科診療専修

クラス」の４つの専修クラスに分かれて臨床実習

に出ます。また、歯科衛生士として生涯に渡って研

究マインドを持ち続ける上で、「卒業研究」（選択

科目）にも取組んでおり、10月の発表会に向けて

準備をしています。

　今年度から、歯科衛生科と同じ保健衛生分野で

ある「看護学科」が開設されました。歯科衛生科の

授業科目である「看護演習」では看護学科の教員

から教えて頂き、また看護学科の「歯科衛生概論」

という授業には歯科衛生科の教員が担当し、教育

的交流をしています。チーム医療醸成の観点から

も、両学科の教員交流・学生交流をこれから積極

的に進めていきたいと考えています。

　将来、歯科衛生士を目指そうと思われている

ご息女、知人の高校性・社会人の方がいらっしゃ

いましたら、歯科衛生士の国家資格と短期大学士

の学位取得のできる本学の歯科衛生科を是非

ご推薦、ご紹介して下されば幸いです。今後とも、

同窓の皆様からのご指導の程をよろしくお願い

致します。

これからの歯科衛生士 昭和57年度 保健科卒業　鈴木 那知子 模型実習室が
リニューアルされました！

ゆかたの着付け講座
　毎年恒例の【ゆかたの着付け講座】が今年も1年生対象に行われました。各自が
自前のゆかたを持ちより講師の先生に丁寧に教えていただきました。今年の夏
祭りには、オリジナルの帯結びをして町に出る学生がいてくれたかしら…。

● 平成26年度入試　入試情報

● 平成25年度　オープンキャンパス開催日程
9/14（土）、10/26（土）　※10/26（土）はみずき祭（大学祭）と同時開催

看護
学科

　平成23年8月10日に『口腔保健法』が公布・施行されました。各市町村で、条例が作成されて
います。今年2月に私も歯科衛生士として、名古屋市の条例作成のメンバーとして、参加させて
頂きました。歯科衛生士の活躍がますます期待されています。
　私が短大を卒業した時代は職業『歯科衛生士』と答えても『歯科助手？歯科技工士？』と世の
中にまだまだ浸透されていませんでした。現在はどうでしょうか。「歯科衛生士」という職業が国
民の健康に必要な職業と理解されてきました。それは、人間の基本、健康を維持するには、食事
を口から摂取するからだと思います。「歯を磨きましょう」はもちろんですが、「口の機能維持・向
上しましょう｣が加わってきています。日本の少子高齢化が進み、高齢者の口の機能が低下する
ことにより、摂食・嚥下がむずかしくなり、誤嚥性肺炎の増加が増えてきた結果だと思います。
　これからの『歯科衛生士』は、口の中だけではなく、全身状態を把握し、その上での指導が
必要不可欠です。そのためには、薬、病態などさまざまな勉強が必要です。大垣女子短大では、
今年度から『看護学科』が設置されました。医科と連携したカリキュラムが組まれることで、疾病
を考え、全身状態を把握できる歯科衛生士が誕生できると思います。いろいろな職場での歯科
衛生士の活躍を期待します。

　この夏、大規模な改修工事により模型実習室が生まれ変わり、
68台と学生1人に1台の模型実習机が設置されました。装備も
万全で、専用のファントームにバキュームやスリーウェイシリ
ンジ、マイクロモーター搭載とまるで自分専用のユニットのよう
です。学生たちは後期からの実習で使用するので、今まで以上
に実習に身が入りそうです。

歯の健康フェスティバル
　今年は例年3年生が参加させていただくブラッシングコーナーに加え、1年生が
ボランティアで着ぐるみをきて、来場された市民の皆さんを和ませてくれました。

研修旅行
　2年生9月の研修旅行は、昨年から1日目がモリタで工場見学とバキュームの
相互実習を行い、充実した1日研修が組まれています。臨床実習に出る前のより
実践的なバキュームテクニックを一人ひとり教えていただきます。2日目はＵＳＪ
で思いっきりエンジョイしてきます。

外部講師を招いての歯科診療補助実習
　歯科診療補助領域では、常に材料や器械が新しくなるため、専門の知識や技術
を持った講師をお招きして実習を行っています。特に、審美歯科でのインプラント
やホワイトニング実習や、救命救急での対応を講習していただきます。
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“看護の道をめざして”新学科誕生

　看護学科は、大垣女子短期大学の5番目の学科

として平成25年4月に誕生し、93名の学生が看護

師になることを目指して入学してきました。

　看護学科が利用しているⅠ号館は、新築の建物

で窓の多い明るい建築物であるだけでなく、１階

のフロアは、ラーニングコモンズとして学生の学修

に、或いは他学科の学生との交流の場、おしゃ

べりの場として開かれた空間が確保されており、

学生はテスト前には真剣に学習の場として、昼休

みや放課後には仲間とのおしゃべりをして大いに

活用しています。また、この棟にはデザイン美術科の

看護学科 学科長

卒業生の方や学生の作品が、多く陳列されており、

和やかな空間を演出しています。

　看護学科の教科書は、電子化されたiPadを

利用することになっており、このiPadには、40冊の

教科書と動画が収められており、学生は授業に

活用するだけでなく、自己学習に大いに役立つと

考えています。

　現在の学習段階は、看護の基礎になる解剖

生理学や生化学などの専門基礎科目、そして専門

科目である基礎看護学、基礎看護術論など、今後

の学問の土台になるところを学んでいます。

幼児教育科・デザイン美術科・音楽総合科・歯科衛生科・看護学科※

※ 看護学科につきましては、次の入試区分での試験を行いません。
　「推薦入試第一次 自己推薦」 「推薦入試第二次 公募推薦 併願」 「推薦入試第二次 自己推薦」「社会人・学士等特別入試第三次」 「外国人留学生入試」 「海外帰国子女入試」

試験会場は全て本学です

◎同窓生（在学生含む）の子女・姉妹および卒業生が入学した場合、入学後、申請により入学検定料30,000円をキャッシュバックします（全入試区分対象）
◎オープンキャンパスおよび入学試験に関するお問い合わせ先　入試・広報課　TEL：0584-81-6819　E-Mail：info@ogaki-tandai.ac.jp

専願
専願
併願
専願
専願
併願※
専願
併願
併願
併願
併願
併願
併願
併願
併願

公募推薦

自己推薦※

公募推薦

自己推薦※

入試区分 願書受付期間 試験日 合格発表日

推
薦
入
試

一
般
入
試

特
別
選
抜

入
試

指定校推薦入試

推薦入試第一次

推薦入試第二次

平成25年10月21日（月）～11月  1日（金）

平成25年11月25日（月）～12月  2日（月）

平成26年  1月17日（金）～  1月24日（金）
平成26年  2月10日（月）～  2月17日（月）
平成26年  3月  3日（月）～  3月10日（月）
平成25年11月25日（月）～12月  2日（月）
平成26年  2月10日（月）～  2月17日（月）
平成26年  3月  3日（月）～  3月10日（月）
平成25年10月21日（月）～11月  1日（金）
平成26年  1月17日（金）～  1月24日（金）

平成25年11月10日（日）

平成25年12月  8日（日）

平成26年  2月  2日（日）
平成26年  2月21日（金）
平成26年  3月14日（金）
平成25年12月  8日（日）
平成26年  2月21日（金）
平成26年  3月14日（金）
平成25年11月10日（日）
平成26年  2月  2日（日）

平成25年11月16日（土）

平成25年12月14日（土）

平成26年  2月  8日（土）
平成26年  2月27日（木）
平成26年  3月17日（月）
平成25年12月14日（土）
平成26年  2月27日（木）
平成26年  3月17日（月）
平成25年11月16日（土）
平成26年  2月  8日（土）

一般入試第一次 
一般入試第二次 
一般入試第三次 
社会人・学士等特別入試第一次 
社会人・学士等特別入試第二次 
社会人・学士等特別入試第三次※ 
外国人留学生入試※
海外帰国子女入試※



歯科衛生科の今

歯科衛生科から同窓の皆様へ

　歯科衛生科は昭和49年の保健科開設以来39年

目を迎えることができ、卒業生である同窓の方々

からのご支援のおかげと心より感謝しております。

　さて歯科衛生科では平成25年度の入学者は

66名（定員50名）を数え、新入生を歓迎する会（ファー

スト・ステップ・キャンパス）では大変賑やかで活

気のあるものとなりました。現在１年生は初めて

歯科衛生科 学科長 石川 隆義

聞く歯科専門用語と格闘しながらも、運動・文化

クラブに入り元気に学生生活をおくっています。

２年生は後期より初めて臨床実習に出るにあた

り準備学習に取組んでおり、11月に開催する「決

意を語る会」のセレモニーでは、一人ひとりが

臨床実習への意気込みや抱負を宣言します。

最終学年の３年生は今秋の後期より、卒業後の

希望進路に合わせて専門性を向上させるため、

「病院歯科専修クラス」「審美歯科専修クラス」「専

門的口腔ケア専修クラス」「総合歯科診療専修

クラス」の４つの専修クラスに分かれて臨床実習

に出ます。また、歯科衛生士として生涯に渡って研

究マインドを持ち続ける上で、「卒業研究」（選択

科目）にも取組んでおり、10月の発表会に向けて

準備をしています。

　今年度から、歯科衛生科と同じ保健衛生分野で

ある「看護学科」が開設されました。歯科衛生科の

授業科目である「看護演習」では看護学科の教員

から教えて頂き、また看護学科の「歯科衛生概論」

という授業には歯科衛生科の教員が担当し、教育

的交流をしています。チーム医療醸成の観点から

も、両学科の教員交流・学生交流をこれから積極

的に進めていきたいと考えています。

　将来、歯科衛生士を目指そうと思われている

ご息女、知人の高校性・社会人の方がいらっしゃ

いましたら、歯科衛生士の国家資格と短期大学士

の学位取得のできる本学の歯科衛生科を是非

ご推薦、ご紹介して下されば幸いです。今後とも、

同窓の皆様からのご指導の程をよろしくお願い

致します。

これからの歯科衛生士 昭和57年度 保健科卒業　鈴木 那知子 模型実習室が
リニューアルされました！

ゆかたの着付け講座
　毎年恒例の【ゆかたの着付け講座】が今年も1年生対象に行われました。各自が
自前のゆかたを持ちより講師の先生に丁寧に教えていただきました。今年の夏
祭りには、オリジナルの帯結びをして町に出る学生がいてくれたかしら…。

● 平成26年度入試　入試情報

● 平成25年度　オープンキャンパス開催日程
9/14（土）、10/26（土）　※10/26（土）はみずき祭（大学祭）と同時開催

看護
学科

　平成23年8月10日に『口腔保健法』が公布・施行されました。各市町村で、条例が作成されて
います。今年2月に私も歯科衛生士として、名古屋市の条例作成のメンバーとして、参加させて
頂きました。歯科衛生士の活躍がますます期待されています。
　私が短大を卒業した時代は職業『歯科衛生士』と答えても『歯科助手？歯科技工士？』と世の
中にまだまだ浸透されていませんでした。現在はどうでしょうか。「歯科衛生士」という職業が国
民の健康に必要な職業と理解されてきました。それは、人間の基本、健康を維持するには、食事
を口から摂取するからだと思います。「歯を磨きましょう」はもちろんですが、「口の機能維持・向
上しましょう｣が加わってきています。日本の少子高齢化が進み、高齢者の口の機能が低下する
ことにより、摂食・嚥下がむずかしくなり、誤嚥性肺炎の増加が増えてきた結果だと思います。
　これからの『歯科衛生士』は、口の中だけではなく、全身状態を把握し、その上での指導が
必要不可欠です。そのためには、薬、病態などさまざまな勉強が必要です。大垣女子短大では、
今年度から『看護学科』が設置されました。医科と連携したカリキュラムが組まれることで、疾病
を考え、全身状態を把握できる歯科衛生士が誕生できると思います。いろいろな職場での歯科
衛生士の活躍を期待します。

　この夏、大規模な改修工事により模型実習室が生まれ変わり、
68台と学生1人に1台の模型実習机が設置されました。装備も
万全で、専用のファントームにバキュームやスリーウェイシリ
ンジ、マイクロモーター搭載とまるで自分専用のユニットのよう
です。学生たちは後期からの実習で使用するので、今まで以上
に実習に身が入りそうです。

歯の健康フェスティバル
　今年は例年3年生が参加させていただくブラッシングコーナーに加え、1年生が
ボランティアで着ぐるみをきて、来場された市民の皆さんを和ませてくれました。

研修旅行
　2年生9月の研修旅行は、昨年から1日目がモリタで工場見学とバキュームの
相互実習を行い、充実した1日研修が組まれています。臨床実習に出る前のより
実践的なバキュームテクニックを一人ひとり教えていただきます。2日目はＵＳＪ
で思いっきりエンジョイしてきます。

外部講師を招いての歯科診療補助実習
　歯科診療補助領域では、常に材料や器械が新しくなるため、専門の知識や技術
を持った講師をお招きして実習を行っています。特に、審美歯科でのインプラント
やホワイトニング実習や、救命救急での対応を講習していただきます。
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“看護の道をめざして”新学科誕生

　看護学科は、大垣女子短期大学の5番目の学科

として平成25年4月に誕生し、93名の学生が看護

師になることを目指して入学してきました。

　看護学科が利用しているⅠ号館は、新築の建物

で窓の多い明るい建築物であるだけでなく、１階

のフロアは、ラーニングコモンズとして学生の学修

に、或いは他学科の学生との交流の場、おしゃ

べりの場として開かれた空間が確保されており、

学生はテスト前には真剣に学習の場として、昼休

みや放課後には仲間とのおしゃべりをして大いに

活用しています。また、この棟にはデザイン美術科の

看護学科 学科長

卒業生の方や学生の作品が、多く陳列されており、

和やかな空間を演出しています。

　看護学科の教科書は、電子化されたiPadを

利用することになっており、このiPadには、40冊の

教科書と動画が収められており、学生は授業に

活用するだけでなく、自己学習に大いに役立つと

考えています。

　現在の学習段階は、看護の基礎になる解剖

生理学や生化学などの専門基礎科目、そして専門

科目である基礎看護学、基礎看護術論など、今後

の学問の土台になるところを学んでいます。

幼児教育科・デザイン美術科・音楽総合科・歯科衛生科・看護学科※

※ 看護学科につきましては、次の入試区分での試験を行いません。
　「推薦入試第一次 自己推薦」 「推薦入試第二次 公募推薦 併願」 「推薦入試第二次 自己推薦」「社会人・学士等特別入試第三次」 「外国人留学生入試」 「海外帰国子女入試」
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自己推薦※
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別
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抜

入
試

指定校推薦入試

推薦入試第一次
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平成25年11月25日（月）～12月  2日（月）
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同窓会はご存知のとおり卒業生の組織です。私たち本部役員は、各科各部より選出された15名で構成されており、
年に数回役員会を開き、会の運営について審議しています。特にホームカミングデイの企画運営のために集まる
機会が増え、ひとつの事を作り上げる「よろこび」を感じています。みなさん、一緒に母校を盛り上げよう!!!

幼児教育科第三部　昭和50年度卒
会長　北村 君子（旧姓 杉谷）

卒業後、資格を生かし教
育の場に就事。同窓会会
長と大学の評議員を継続
し趣味のコーラスでマー
ラーの復活とベートーベ
ンの第九に挑戦中です。

保健科第三部　昭和57年度卒
副会長　青木 真弓（旧姓 佐々野）

過ごした時代は違うけれ
ど同じキャンパスで青春
時代を過ごした人たちと
の交流は本当に楽しい
です。久しぶりに友と連
絡とり母校に遊びにきま
せんか！

デザイン美術科　平成3年度卒
副会長　疋田知鶴子（旧姓 小菅）

ホームカミングデイでは、
毎年多くのデ美卒の方が
書いてくださる可愛いイ
ラスト入りのメッセージが
好評です。今年もぜひ、お
友だちやご家族と一緒に
遊びにきてください！

音楽科　平成3年度卒
副会長　日比野亜沙美（旧姓 近藤）

役員をやらせていただき
３年目になります。様々
な場所で卒業生の皆さ
んが活躍されていること
を知り嬉しく思います。
今年もホームカミングデ
イを盛り上げたいです！

保健科第一部　昭和52年度卒
副会長　関谷 智子（旧姓 安達）

母校を離れて、1年がた
ちました。こうして、同窓
会役員として再び母校と
繋がっていられることを、
有難く思います。今年で、
ホームカミングデイも3
回目です。鬼の関谷はも
ういませんから、安心して
母校を訪ねて来て下さ
い。お待ちしています。

歯科衛生科第一部　平成13年度卒
会計　冨田美由紀（旧姓 小椋）

2002年に歯科衛生科卒
業の冨田美由紀です。
現在は結婚し、子供を出
産後パートで歯科医院
で働いてます。仕事に育
児に頑張ってます！

国際教養科　平成6年度卒
会計監査　柳瀬 浩恵（旧姓 熊谷）

保健科第一部　昭和55年度卒
会計監査　杉山 里津子（旧姓 野原）

音楽科　平成11年度卒
委員　草次 梨恵

大垣女子短期大学で非
常勤講師として勤めな
がら、中学校や高等学
校の吹奏楽部の指導を
しています。

今回同窓会役員として
参加させて頂くことにな
り、今年のホームカミン
グデイには一緒に寮生
活をしていた友人達を誘
ってみようかな…と思っ
ています。若竹寮のみん
な、是非参加して！

同窓会役員会やホーム
カミングディに参加させ
ていただき、色々な人生
があるけれど、それぞれ
一生懸命生きている皆
様に感激しました。また、
つながってるって、素晴
らしいものだと、実感しま
した（*^_^*）

デザイン美術科　平成15年度卒
委員　川添 由紀（旧姓 井上）

私は結婚して働いていま
す。むかし絵を描いてい
た時間は海外旅行と英
語の勉強と家事の時間
に替わりました。みんな
はどうしてる？また会い
たいです。

幼児教育科第一部　平成9年度卒
委員　澤 光都枝（旧姓 坂）

現在まこと保育園で勤
務しています。毎日元気
いっぱいの子供達と砂
遊びをしたりかけっこを
したり歌を歌ったりと楽
しく過ごしています。

保健科第三部　昭和61年度卒
委員　白須 あけ美

今はトータルスタイリス
トとしてエステやメイク
などをしながらホスピス
を中心にケアをする活
動をしています。ホーム
カミングﾞデイにより多く
の卒業生に母校を誇っ
てもらいたいと思います。

幼児教育科第三部　昭和54年度卒
委員　二村美和子（旧姓 井本）

卒業して１年で岐阜に嫁
ぎ、福祉の現場で働いて
います。色々な方と出会
い、色々なことがあり変化
のある毎日で楽しく過ごし
ています。介護福祉士会
に入り今も勉強中です。
ホームカミングデイなど
で皆さんとお会いできる
のを楽しみにしています。

国際教養科　平成9年度卒
書記　小川 佳子（旧姓 長野）

私事ですが、この度結婚
しました。高山は、涼しく
てほのぼのしてて、過ご
しやすいところです。旦那
さんもやさしくて幸せに
元気いっぱい暮らしてい
ます。またホームカミン
グデイでみなさんにお会
いしたいです。幼児教育科第一部　平成9年度卒

書記　落合圭菜条（旧姓 吉田）

同窓会役員になって10
数年、短大と関われてい
ることを嬉しく思います。
3年前から始まったホー
ムカミングデイ、みなさ
ん懐かしい思い出の場所
に一度足を運んでみて
下さいね。

ニュース
平成25年度　主な全学行事

●平成25年度　公開講座

●特別教育講演

入学式

ファーストステップキャンパス（FSC）

前期授業

前期定期試験 

後期授業

後期定期試験

十万石まつり

みずき祭前日祭・みずき祭

歯科衛生科　決意を語る会

音楽総合科定期演奏会

こども祭

音楽総合科卒業演奏会

デザイン美術科卒業記念展

平成25年度卒業証書・学位記授与式

元気ハツラツ市参加（平成24年9月3日） みずき祭（平成24年10月27日）

十万石まつり（平成24年10月7日） FSCクラブ紹介（平成25年4月5日）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4月1日（月）

・・・・・・・・・4月5日（金）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・4月8日（月）～7月26日（金）

・・・・・・・・・・・・・・7月29日（月）～8月2日（金）

・・・・・・・・・・・・・・・・9月23日（月）～1月24日（金）

・・・・・・・・・・・・1月27日（月）～1月31日（金）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10月13日（日）

・・・・・10月25日（金）・26日（土）

・・・・・・・・・・・・11月12日（火）

・・・・・・・・・・・・・・・・11月23日（土）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1月19日（日）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・2月9日（日）

・・2月11日（火）～2月16日（日）

・・・・・・3月16日（日）

幼児教育科

講演題目 ： 「臨床につなぐ看護師教育～期待される看護師像～」

講　　師 ： 聖路加看護大学学長　井部 俊子

開 催 日 ： 平成25年10月5日（土）　開演時間：13：30～

場　　所 ： 大垣女子短期大学　みずきホール　　※事前申し込み不要（入場無料）

特定木曜日 10:00～11:30 子育て講座 幼児教育科
准教授　高田 全代 他 H号館1階102・103教室

デザイン美術科 2013年7月1日 13:00～14:30 アクリル画講座 デザイン美術科
准教授　黒田 皇 E号館1階105教室

音楽総合科 前期毎週金曜日 10:40～12:10 音楽心理学 音楽総合科
准教授　小西 文子 B号館4階404教室

歯科衛生科 2013年10月14日 9:15～12:00 口腔ケア技術法

歯科衛生科
教授　久本たき子

歯科衛生科
助教　飯岡 美幸

看護学科
講師　武藤 英理

看護学科
講師　神谷 美香

非常勤講師
三浦 陽一

G号館2階201教室

学科 開催日 時間 テーマ 講師 会場

2013年12月5日 症状の診かた

看護学科 2013年12月12日 10:40～12:10
血圧・脈拍・体温
呼吸の診かた I号館104・202教室

2013年12月19日 血圧測定の実際

①11:10～12:10
一般教養 2013年7月15日

②13:20～14:30

外国語
コミュニケーションⅠ E号館2階201みずきホール

大垣女子短期大学　地域感謝DAYを開催
8月24日、今までの地域の皆様からのご支援に感謝の

気持ちを込めて「大垣女子短期大学地域感謝DAY」を

開催しました。「地域に貢献する女性力の育成に向け

て」と題したシンポジウムや、各科の特色を活かした公

開講座を開講しました。
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・4月8日（月）～7月26日（金）

・・・・・・・・・・・・・・7月29日（月）～8月2日（金）

・・・・・・・・・・・・・・・・9月23日（月）～1月24日（金）
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10月13日（日）

・・・・・10月25日（金）・26日（土）

・・・・・・・・・・・・11月12日（火）

・・・・・・・・・・・・・・・・11月23日（土）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1月19日（日）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・2月9日（日）

・・2月11日（火）～2月16日（日）

・・・・・・3月16日（日）

幼児教育科

講演題目 ： 「臨床につなぐ看護師教育～期待される看護師像～」

講　　師 ： 聖路加看護大学学長　井部 俊子

開 催 日 ： 平成25年10月5日（土）　開演時間：13：30～

場　　所 ： 大垣女子短期大学　みずきホール　　※事前申し込み不要（入場無料）

特定木曜日 10:00～11:30 子育て講座 幼児教育科
准教授　高田 全代 他 H号館1階102・103教室

デザイン美術科 2013年7月1日 13:00～14:30 アクリル画講座 デザイン美術科
准教授　黒田 皇 E号館1階105教室

音楽総合科 前期毎週金曜日 10:40～12:10 音楽心理学 音楽総合科
准教授　小西 文子 B号館4階404教室

歯科衛生科 2013年10月14日 9:15～12:00 口腔ケア技術法

歯科衛生科
教授　久本たき子

歯科衛生科
助教　飯岡 美幸

看護学科
講師　武藤 英理

看護学科
講師　神谷 美香

非常勤講師
三浦 陽一

G号館2階201教室

学科 開催日 時間 テーマ 講師 会場

2013年12月5日 症状の診かた

看護学科 2013年12月12日 10:40～12:10
血圧・脈拍・体温
呼吸の診かた I号館104・202教室

2013年12月19日 血圧測定の実際

①11:10～12:10
一般教養 2013年7月15日

②13:20～14:30

外国語
コミュニケーションⅠ E号館2階201みずきホール

大垣女子短期大学　地域感謝DAYを開催
8月24日、今までの地域の皆様からのご支援に感謝の

気持ちを込めて「大垣女子短期大学地域感謝DAY」を

開催しました。「地域に貢献する女性力の育成に向け

て」と題したシンポジウムや、各科の特色を活かした公

開講座を開講しました。



テルミン＆マトリョミンコンサート
大島留奈さん （音楽科卒業）

3

2

●第一回新人ロビーコンサート開催
平成25年４月７日、大垣市スイトピアセンターにて
「第一回新人ロビーコンサート」を開催しました。芽吹
きの春にふさわしいフレッシュな同窓生・研究生による、
色々な楽器のハーモニーを楽しんでもらえました。

平成24年10月26
日（金）、みずき祭オー
プニングセレモニー
において、同窓生でシ
ンガーソングライター
のkazumiさんのライ
ブを開催しました。

大垣女子短期大学音楽総合科（音楽科）同窓会より

みずきの会

kazumiさんのライブ開催
喫茶コーナー

吉田

学校教育法に基づき、文部科学大臣認証評価機関により受ける認証評価。
平成24年度において認証評価を受けた結果、基準をすべて満たし、平成17年度に
続き、「適格」と認定されました。

第三者評価

・看護学科

　東海地区を中心に、テルミン＆マトリョミン演奏や指導をしております
lalalunaです。テルミンとはロシアのテルミン博士が発明した世界最古
の電子楽器と言われています。昨年みずきホールでのコンサートは、触れ
ずに奏でる不思議な奏法に「どうやって音が出るの！？」との驚きの声が。
　お客様のテルミン体験コーナーでは、ステージ上で音階に挑戦して
頂きました。また終了後のマトリョミン体験レッスンでは、主に卒業生の
方が参加してくださり、皆様１時間程度でカエルの唄が弾けるように
なりました。

★今年７月には日本中から集まった約270名の仲間と『マトリョミン大
合奏による世界記録挑戦！』に参加、ギネス記録を樹立しました。メイン
パーソナリティをしているFMららでは毎週幅広いジャンルの音楽をお
届けしています。

マトリョミン初挑戦！音を奏でるのも
自分の腕次第で難しかったですが、
とても興味深い時間でした。

冨田さん

大垣女子短期大学通信
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新たに169名の皆様が同窓会に
入会されました

同窓会入会式の様子
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同窓会会長ご挨拶

同窓会の皆様へ

同窓会事務局だより

学科だより

　同窓生の皆様におかれましてはご健勝のこととお慶び申し上げます。

今年度も皆様と同窓会通信でお逢いすることができますことを大変嬉しく

思っています。

　全国的に梅雨明けと共に猛暑による熱中症のため救急搬送されたり、海

や川での水難事故が起き、貴い命が奪われたりして、とても辛い思いをされ

ている方も多いことと心を痛める今日この頃です。

　平成24年度卒業証書学位記授与式に出席させていただき、華やかな中にも

厳粛な式典に感動を受けました。また卒業記念パーティーには、同窓会の入会

式を兼ねて本部役員も出席させていただき、先輩として卒業後の社会生活、

また職場での体験談などをお話しいただき、有意義なひとときを過ごしました。

　今年度4月から看護学科が新設され5学科となりました。新校舎の設備等

にも感動し総合短期大学として益々充実していく本校は、3年後には看護学

科の卒業生も仲間になられるのを楽しみにしています。

　本年度は、役員改選が行われ新しい役員3名を迎えました。本部役員一同

が協力し、同窓会を盛り上げて充実した活動を行っていきたいと思います。

大垣女子短期大学同窓会　会長 北村 君子

　なお、10月には「第3回ホームカミングデイ」を開催いたしますので全国の

皆様のご出席を心よりお待ち申し上げます。

　暑い夏の日が続きますが、お身体ご自愛なされまして母校の益々の発展と

皆様方のご活躍を祈念申し上げます。

平成２４年度同窓会に
入会された皆様




